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　わが国では人口減少と環境制約という条件下、従来型のしくみでは社会が
回っていかない事態にある。新たなしくみとはどのようなものか。複数分野の
研究者の参画が欠かせないテーマである。私たちは、南房総地域をイメージエ
リアとして、千葉大学で学際的な研究チームで取り組んできた1。
　本研究全体のなかで、私たち建築まちづくりの立場からの研究は、実践型
であることに特徴がある。廃屋寸前の民家という実在する場が実践の核であ
る。民家の名は「ゴンジロウ」という。ここでまちづくりの実践をあれこれ試
みることによって、高齢者が多く人口が減る傾向にあっても環境負荷を抑えて
社会を回していくしくみを探ってきた。この種の課題は実践してみてはじめて
気づくことが多い。建築・都市計画分野の研究では、デザインすること自体を
研究手法とするデザインによる研究（Research by Design）の意義が認めら
れつつあるが、本研究のスタンスはまちづくり実践による研究（Research by 
Practice）といっていい。
南房総、海辺の里「塩見」
　南房総地域では人口が、2005 年比で 2050 年にはほぼ半減する見込みである。
館山都市雇用圏で現在 10 万人が 5 万人になる感覚である。この地域は戦後一
貫して人口を減らしてきた。1980 年代半ばまで、社会減が自然増を上回り人
口減少していたのに対して、近年では社会増減は安定し、人口減少の主要因は
特集 1／公共研究の成果と展望
茅葺き民家を核にしたケアの連環
千葉大学大学院工学研究科教授
岡部　明子
1 「環境制約・人口減少下でのコミュニティ形成」2009-12 年度千葉大学スタートアッ
プ COE プログラム（代表：倉阪秀史）。
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自然減となっている。このように、減少の内実は変わってきているのがわかる。
館山市内でも、エリアによって大きく人口構成比が違っている。民家「ゴンジ
ロウ」は西岬の塩見区に位置している。西岬は農山漁村の一地域に相当し、高
齢化率は 30％を超えている。塩見のあたりの沿岸部は、山が海に迫り、谷津
がひだを刻んでおり、里海・里山に恵まれ、古代から高台に人が暮らしていた
土地である。
古来から人が暮らしてきた環境
　私たちは、「地域で小さく回る社会を強くすることで、規模が縮小しても環
境制約が強まっても、安心して暮らせる環境を持続できるのではないか」と考
えている。地域で小さく回る経済のしくみがあれば、若者が減り高齢者ばかり
が残されても安心して暮らせる。直接、暮らしが向上するとはいえなくても、
少なくともより安心に暮らせる。
　私たちがフィールドとしている西岬地区の塩見は、海と山双方の恵みを享受
し、千年の歳月、地形の大きな改変を経験しつつも人の営みが絶えることのな
かった土地である。長年人の暮らしが持続してきた土地には、過去の前近代的
な制約から、地域で小さく回る社会のしくみが受け継がれて残っている。それ
らの土地の知恵に学び、私たちは、建築まちづくりの実践を通して、未来に向
けて地域で小さく回る社会の新たなかたちを見出そうとしてきた。
　規模縮小が不可避ななか、利便性は高いがマイカー前提のバイパス沿いに開
発されたばかりの郊外よりも、人と土地の履歴が深く刻まれた土地を優先して
維持していくことが環境制約下で豊かな暮らしに通じる道だと考えている。
社会をケアする経済
　本共同研究では、経済を成長部門と持続部門に分けてとらえ、人口減少・環
境制約下では持続部門の経済の重要性が増す点に着目している。マーケットの
論理で動く成長部門の経済は、量的拡大が至上命題であり守りに入ったら敗北
である。他方、持続部門の経済は、顔の見える範囲で、地域の中で小さく回
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り続けようとする。持続部門は社
会のケア的性格の経済であり、私
たちの研究では、三種の資本のケ
アとして整理した。自然資本のケ
ア、人工資本のケア、社会関係資
本のケアである。以下、持続部門
の三種の資本のケアという枠組み
でゴンジロウプロジェクトの実践
によって見えてきたものは何かを
考えていきたい。
ゴンジロウプロジェクトの発端
　ゴンジロウプロジェクトの始まりは、茅葺きの古民家であった。私個人の「ボ
ロ好き」が高じ、それにいろいろな偶然が重なって、2011 年この民家のお世
話（ケア）を大学の研究室で引き受けることになってしまった。当初は、「一
体何がしたいの？」と地元の人たちは疑心暗鬼だった。田舎の暮らしもなにも
知らない都会の女の先生が来て「茅葺き民家を直そうとったって、簡単じゃな
いよ」という反応だった。たしかに、大学の研究室活動に資金があるわけもな
い。さらには、材料の茅もなく、高齢化で茅葺き職人もほとんどいない。他方、
当の民家は雨漏りし、いつ崩れてもおかしくないまったなしの状態だった。何
もないが、今アクションするしかない。
　あるものは研究室の学生と蔵に残されていたわずか 150 束の茅だけ。通常、
屋根を全面葺替えするには、茅 1 万束が要るという。茅 150 束と学生たちで
とりあえずひどい雨漏りを止めなければならない。茅葺き職人を求めて金沢ま
で出向き、必死にお願いした。しぶる地元の大工さんに頼み込んで、屋根の
構造材を補強修理してもらった。小屋組みの腐蝕が進み、棟が傾く寸前だっ
た。茅葺き職人の方と学生 5 人がゴンジロウで寝食を共にし、約 10 日間かけ
て、手持ちの茅 150 束で部分的に葺き替えた。少ない茅で薄めに応急的に葺
図 1　ゴンジロウ全景
（出典）森光太郎 画
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いたため、10 年はもたないかも
しれないが、なんとか雨漏りはお
さまった。
人工資本のケア
　茅屋根の部分葺替えは、家屋と
いう「人工資本のケア」である。
今日の住宅はメンテナンスフリー
であればあるほど、高性能・高品
質なストックと評価される。それに比べて、伝統的な茅葺き民家は、きわめて
世話のかかる、手間のかかる建物であり、今日の価値観からすれば質の劣る人
工資本となる。今新築されている住宅で、屋根を全面的に葺き替えることは
まずない。他方、茅葺き屋根は 20-30 年に一度は全面葺替えしなければなら
ない上に古くなってくると常時の維持も必要になる。「3 年一度屋根の 1/6 を
500 万円かけて補修し、20 年ほどで 3000 万円かけてぐるっと回ってきてふり
だしに戻る」と茅葺き民家を持っている人はため息まじりにこぼす。現在の建
設業界の常識からすれば、ていねいに維持管理されて残るほうがめずらしい。
　古民家ゴンジロウは、代々この地に暮らす鈴木家の主家である。先代まで大
家族でこの家を中心に暮らしていた。夏の海水浴が大衆化した 1960-70 年代
には民宿を経営していたこともある。だが、30-40 年ほど前に子世代が独立し
隣接して新家屋を建てた後、親世代の本居となった。親世代が 20-10 年ほど
前に他界して住む人を失い、事実上の空き家となった。一時期釣り好きの人に
貸していたこともあったが、今後住む見込みがないのに手入れするお金も手間
も惜しまれ、かといって解体にも踏み切れずに放置されていた。
　最初の部分葺替えで全体の 1/6 程度が蘇ったのを目の当たりにした人たちは
誰もが、「次はどこをやるの？」と質問してくる。「できるわけがない」と静観
していた地元の人たちだったが、わずかでも成果を見ると、こうも人の考え方
は前向きに変わるものだと驚かされた。2012 年に次の 1/6 を、2013 年に次の
写真１　みんなで葺き替え
（出典）著者撮影。以下の写真も同じ。
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1/6 を葺き替え、ついに半分まできた。それでも老朽化が加速し、次の雨漏り
が始まっている。毎年秋では追いつかず、2014 年 3 月に全体の 1/3 に相当す
る正面を葺き替える予定である。
　ゴンジロウプロジェクトでは、一気に全面葺替えできなかった。やむを得ず
最も緊急を要するところだけ、持てるもので葺き替え、次の年もまた少し葺き
替えてきた。そのことが、かえって価値になってきている。ケアに人手間と時間
がかかる人工資本であるほど、ケアによって地域が回る。茅葺き民家ゴンジロ
ウで、常態化しつつある屋根のケアが地域を小さく回すきっかけとなっている。
社会関係資本のケア
　私は当初、とんでもない厄介物を引き受けてしまったと後悔した。途方に暮
れて、みんなに相談するしかないと思い、「かや談義」を開いた。専門家、地
元の方、移住された若い方々といっしょに話し合った。部落の神社から見える
ゴンジロウがなくなったらきっとみんなさみしい……せめて、みんなの財産で
あるという認識が共有されればいいと思った。
　葺き替え作業をしていると、地元のお年寄りが、通りかかり足を留めてこっ
ちを見ている。そのうち、年配の女性が畑で採れたピーナッツを茹でて置いて
いってくれる。「みんな若いのにえらいねえ」とちょっと立ち話。地元のお年
寄りは、いつの間にか、学生たちに自分の孫を重ね、温かく見守ってくれてく
れるようになっていた。学生たちが慣れない手つきで裏の竹を切っているのを
見かねて、切り方を教えてくれる人も。葺替え作業ではゴミが出る。地元の年
配の男性が、気づいてみれば裏の焚き火を指揮している。みんな心配で見てい
られない。魚が釣れたといって差し入れしてくれたりする。
　毎年、今年もささやかな葺替えを無事終えることができたことに感謝して、
お披露目を兼ねて「かや茶会」を開いている。道で軽く挨拶を交わす程度の女
性の方々が、ちょっとおめかししていらっしゃる。隣部落にある高齢者施設と
の縁ができて、お散歩ついでに立ち寄ってくれるようになった。屋根の葺替え
という共同作業によって社会関係資本が育っていくのを実感した。
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　結局、部落のみなさんがとても心配してくださって、みなさんに支えてもらっ
てはじめて茅葺き民家が維持できると思い知らされた。ゴンジロウをみんなの
家にしてみんなでケアすれば、お金はなくてもできることがわかった。大学が
入って、毎年屋根を葺くゴンジロウが、社会関係資本のケアの場になっていった。
自然資本のケア
　屋根を葺き替えるには、材料の茅が必要である。
　一昔前まで、塩見では、茅葺き民家が 30-40 軒、谷津の奥に向かって連なっ
ていた。山裾に部落の茅場があって、毎年冬になると一人あたり 60 束刈って
下に運び下ろすのがノルマだったという。楽をしようと先を争って短い茅を
刈ったそうだ。残りものの背の高い茅を扱うのは重労働だった。
　茅場は毎年刈ると、翌年きれいに再生する。里山における自然資本のケアの
原点である。一手間だけかければ、肥料も何も入れなくてもまた茅を再生産し
てくれる。茅葺き民家が部落から姿を消すにつれて、部落総出の茅刈りの慣習
も消えた。今では茅葺き民家はゴンジロウ 1 軒になり、塩見の茅場で茅刈りが
途絶えて久しく、茅場は雑木の山に戻り、どこにあったかも特定できない。里
山の風景が、谷の奥から失われ、後退する一方である。自然資本がケアされず
に減っていった。
　私たちは、南房総地域で茅が自生しているところをあちこち探し、刈ってい
る。一度刈った場所は次の年も刈るようにしている。塩見部落内の荒地 1 年
目で茅が群生しているところを見つけては刈り、少しでも近場で茅場を広げよ
うと努力している。
　今年度は交換留学プログラムをゴンジロウプロジェクトと組み合わせたとこ
ろ、欧州からの留学生が予想以上に楽しんで参加してくれた。留学生の戦力の
おかげで 900 束もの茅が収穫できた。春の葺替えを楽しみにしてくれている。
　ただの荒地だったところが茅場として価値を持つようになった。茅刈りとい
う営みは、材料の調達だけでなく、茅という自然資本をケアし、茅場のある里
山の風景をケアすることにつながっている。
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冷たい貨幣、温かいお金
　熱心に活動する学生たちに対して「学生の地域活動は、地域にとって赤字」
と言ったことがある。すると「どうしたら黒字にできるのか」真面目に尋ねて
きた。学生のまちづくりにビジネスモデルとしての提案を求める風潮が強まっ
ており、当然の反応である。だが「黒字になんかしなくていい。赤字のほうが
いい」と私は思っている。学生が地域にご厄介になり、地域がお節介してくれ
る関係がいい。
　ただし、赤字のほうがかえっていいのは、内山節のいう「冷たい貨幣」に限っ
た話である。内山は「マーケットの中で成り立っている貨幣」を冷たい貨幣と
した上で、「もうひとつの温かいお金というものへの願望」があるという。温
かいお金とは、「人と人との関係のなかで使用されるお金であり、人と人との
関係のために使うお金であって、貨幣価値とは異なる次元の関係が付与されて
いるお金」2 だという。
　「冷たい貨幣」はマーケットの論理で動いているから、大きく回りたがる成
長部門の経済に属している。他方、「温かいお金」は、地域の中で小さく回っ
てこそ価値があり、持続部門の経済を動かすお金である。ワタミの社長がとあ
る講演会で「利益を求めず、ただお客さまの『ありがとう』を求めたら、お金
の上に『ありがとう』を乗せたお客様が集まってくれた」と語ったことがあった。
　ちょうどワタミの女性社員が過労の末に自殺した事件が話題になっていると
きだったこともあって、ウェブ上で書込みが殺到した。この発言は、「温かい
お金」のことであれば美しい正論である。だが、ワタミが現実にビジネスをし
ているのは厳しい「冷たい貨幣」の世界である。「冷たい貨幣」と「温かいお金」
を混同したことによる悲劇といえよう。
　学生の地域活動でも、「冷たい貨幣」と「温かいお金」をしっかり分けて認
識しなければならない。「冷たい貨幣」で黒字となるビジネスモデルより、「温
かいお金」のほうでしっかり黒字を出せることを目指すべきだというのが私の
2 内山節（2009）『怯えの時代』新潮選書 156 頁。
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考えである。つまり、私たちのゴンジロウプロジェクトは、三種の資本のケア
の仕事により地域で小さく回る社会のしくみを学生の実践活動を通して示そう
としている。人口減少・環境制約下で求められる「持続部門の経済」の具体的
なかたちを探ることに大きな意義を認めている。
茅が三種のケアをつなぐ
　荒地化した耕作放棄地や空き地を毎年きれいに草刈りすることで茅場ができ、
茅を毎冬収穫することで茅場という自然資本をケアできる。里山の風景のケア
にもなる。文化財的価値のある建物の屋根の葺替えには選りすぐりの茅でなけ
ればいけないが、ふつうの民家の屋根のために遠方から貴重な茅を取り寄せる
のはおかしい。近くで調達できる範囲で屋根に最も適した自然素材で葺くのが
本来の姿である。
　初冬に刈り取った茅は、雪深い北国では冬場に家を囲うためにまず使う。断
熱材の役割を果たす。一冬越して春が来たら、これで屋根を葺く。住まいとい
う人工資本のケアである。
　茅刈りも葺替えも、そう高度な専門技術や特殊な道具は要らないし、お金も
かからない。ただ、昔はコミュニティ総出で成り立っていたように、多くの人
が参加し協力して作業しないとできない。
　茅をめぐる共同作業が、自給自足的な社会だったころは、村落共同体の社会
関係資本をケアしてきた。社会のかたちが変わった今では、高齢化した地元に
加え大学の地域活動や茅葺き民家に関心のある都会の人たちなどからなるオー
プンな社会関係資本が、かつての地縁コミュニティに代わりうる。
　屋根から下ろした古茅は、そのまま田畑に鋤き込んで肥やしになる。雨風に
曝され、鳥の糞が混じってぺんぺん草の生えるようになった屋根の上の茅は、
自然にできた腐葉土であり土壌を豊かにしてくれる。一部は燃して灰にし、こ
れも田畑に使う。屋根材としての寿命を全うして古茅になった後も土に還るこ
とで、里山の風景、自然資本のケアを担う。
　屋根の葺替えが縁で地元とできた社会関係資本のおかげで、畑仕事を日課と
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しているお年寄りから誘われて、学生たちがお隣の畑を耕すようになった。耕
作放棄地になっていたところをお年寄りに指導してもらって開墾した。里山と
いう自然資本のケアが広がっていった。
　このように見てくると、茅が、里に広がる田畑、茅葺き民家、コミュニティを
一本の糸で繋ぎ合わせているかのようだ。自然資本、人工資本、社会関係資本
の三種の資本のケアが、茅の輪によって循環系を成している。自然資本のケア
が人工資本のケアを可能にし、それを担う人びとの社会関係資本をケアしてい
る。社会関係資本がケアされることで、人工資本や自然資本のケアが可能になる。
コミュニティは高齢化に適応してきた
　一般的には、農村コミュニティの衰退が危惧され、その再生が叫ばれている。
ゴンジロウのある塩見も、若者が減って、年に一度恒例だった山越えの道の草
刈りをしなくなった。御神輿も神社脇の蔵に入ったままで、昔のように担いで
部落を回ることはなくなった。夏祭りの日に蔵の扉を開けるだけに甘んじてい
る。コミュニティの衰退を示す事実に他ならない。それでも、夏祭り前の浜掃
図 2　茅葺き民家を核にしたケア
（出典）森光太郎　作成
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除は続いている。班で毎月当番制になっている神社掃除もしっかりやっている。
　毎月 25 日朝 8 時には、全世帯から一人ずつ、60 人ほど参加する常会を欠か
さない。高齢化率 35％であるから、高齢の女性が多く集まる。常会は、高齢
化したコミュニティでみんなの安否確認の役割を果たしている。
　7 月 16 日の夏祭りと 1 月 11 日の蔵開きが塩見の二大年中行事である。神
社の集会所に集まって会食をし、有志グループのフラダンスやバンド演奏が
あったり、みんなでカラオケを楽しんだりして、3 時間ほどにぎやかに過ごす。
満面の笑顔で生き生きと声を張り上げる高齢者たちの輪の片隅にいると、至福
の高齢者コミュニティを実感する。
　私たちは、毎月常会で部落の人たちと挨拶を交わし、お年寄りたちのレベル
の高いカラオケに気後れしながら混ぜてもらっている。移住してきた人の昔話
で、「水洗便所をつくったら汲取式にしろと言われて泣く泣く改修した。昔は
区長さんがとても厳しかった」という。より強力なコミュニティがあったのは
事実だ。だが、どうみてもコミュニティは、衰退していない。盛大なカラオケ
は、高齢化に合わせて近年始まったものだろう。
　あくまでもコミュニティは必要に迫られてできている。衰退ではなく適応し
ているだけである。茅場の共同管理もそうだが、田植えなどの共同作業もなく
なった。一家に一人はサラリーマンになり、今では年金生活者が増えた。大半
写真 2（左）神社から垣間見るゴンジロウ、写真 3（右）地元のみなさんと夏祭り
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の家にマイカーがあり、買い物へも病院へも車で移動する。ライフスタイルが
変わり、高齢化が進むなかで、コミュニティはそれなりに地域で役割を果たせ
るかたちに変形しながら、間違いなく最適化している。そこへ、外からやって
きて「コミュニティを再生」しなければならないと言われても当事者にはピン
とこない。
コミュニティの核となる空間
　コミュニティを再生するにあたり、その中心となる空間として小学校や病院
があげられる。わが国では都市化が急速に進んだ時期に、大都市郊外で小学校
区を中心としたコミュニティ単位が都市開発上意識され、活発なコミュニティ
活動が行なわれた歴史がある。小学校区は歩いて通学できる圏域で 5000-1 万
人程度の単位で、高齢社会におけるコミュニティ形成にも適当な単位といえる。
また高齢者は病院通いが生活のリズムになっている。そこから想像するに病院
も高齢者コミュニティの核としては有望である。
　ただ、小学校がコミュニティの核として機能してきたのは、ペリーの近隣住
区論に依拠した計画がうまくいっただけではない。小学校をはじめ公共施設は、
そもそもみんなで協力して整備してきたものだった。少し前まで、小学校は父
兄のみなさんがそれぞれの専門性を発揮して、フェンスを直したり、ペンキを
塗ったりして、あれこれ修繕しみんなでケアしてきた。みんなでケアしてきた
ために自ずとコミュニティの中心になってきた側面がある。
　みんなでケアしている建物が、みんなの家になり、コミュニティの核となる
ポテンシャルがあるのではないか。ゴンジロウは、個人が所有する民家で、私
たち大学は、所有の問題を顕在化させないままに、ここを実践の場として活動
している。以前は空き家で誰も訪れることはなかったが、葺替え作業やかや談
義、かや茶会を繰り返すうちに、地元コミュニティの方々や葺替えに関心のあ
る常連さん、学生 OBOG が集う場所になっていった。普段でも私たちがここ
にいることで、ご近所さんが立ち話していくようになった。
　2013 年 3 月、私個人の道楽と学生の修士プロジェクトを兼ねて、キッチン
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を新調した。『廃屋キッチン』
である。南房総の民家は、温
暖な土地であるため、竃を主
家に設けず、別棟の炊き場を
建てるのが慣わしだった。し
かし、別棟は不便なため、そ
の後の改築で、主家の土間の
一部に台所を設け、炊き場は
40-50 年前から使われていな
かった。蔦に覆われ、建物か
どうかすらわからないほどの廃屋になっていた。ここにコンクリートブロッ
クの白壁を L 字型に挿入し、大人数の調理に耐えるキッチンを新たに設けた。
廃屋キッチンは道側に開いていて、個人住宅のキッチンというよりは、村のキッ
チンの構えをしている。葺替え作業のときに 10 人分以上の食事を用意するの
に台所が貧弱で難儀したのがきっかけでつくった。廃屋キッチンができて、「そ
うだ久しぶりに餅つきをしよう」ということになった。地元のみなさんとゴン
ジロウに集って飲み食いする機会が増えた。学生たちが塩見のみなさんと卒業
を祝う会が自然発生し、研究室の OBOG 会にもなった。セミプロの料理人が
腕試しついでに料理をつくってくれることもある。今では、部落の多くの人が、
ゴンジロウは大丈夫か気遣ってくれるようになった。そしてみんなでケアし続
ける感じが定着してきた。
　みんなで建物をケアするプロセスが、その建物への愛着を深め、コミュニティ
の核となる空間にしていく。もっともケアする対象は建物でなくてもいい。神
社が伝統的にそうであったように、畑でも道でも、持続的にケアしているとこ
ろに価値があり、それがコミュニティの中心になっていくものである。地域の
規模が縮小し、建築ストックがだぶついて空き家が増える時代に、コミュニティ
の中心となる空間を改めて計画するというよりは、既存建築物をみんなで改修
しケアし続けるプロセスが自ずとコミュニティの中心となる空間を創出するの
写真４　廃屋キッチン
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ではないだろうか。
公共政策論と戦略的実践
　私たちはゴンジロウプロジェクトを通して、1） 茅葺きを維持することは本
質的にはお金の問題ではないこと、2）茅場・茅葺き屋根・田畑をつなぐ里の
連鎖が失われたから茅葺き民家が姿を消したこと、3）当事者にとってコミュ
ニティは必要から生まれるのであってコミュニティづくりを目標にはできない
こと、4）当事者にとってコミュニティは衰退しておらず適応していること、5）
みんなで空間をケアするプロセスがその空間をコミュニティの中心にしていく
こと、など身をもって発見した。いずれも実践せずして確信できないことばか
りであった。
　学生や都会の人が加わることで新しいかたちで里山の循環を取り戻し、「温
かいお金」が地域で小さく回れば、経済規模が縮小してもそう怖いことはなさ
そうだ。ゴンジロウのように、見捨てられていた建物をみんなでケアしていく
うちに、その仲間がコミュニティになり、そこがコミュニティの中心に必然的
になってくる。
　コミュニティをどうすれば再生できるのか、里山保全に多様な人たちを参画
させるのにはどうしたらよいか、さまざまな政策誘導が試みられているが、意
図したほどの広がりにはなかなかならない。戦略的に建築まちづくりを実践し
てみることで、行き詰まりの本源が見えてくる。みんなで取り組まないとどう
にもならないことがあればコミュニティができるし、コミュニティで取り組め
ばお金があっても得られない豊かさや安心が、お金がなくても得られる。実践
による研究のちょっとした成果で、政策論のつまずきを乗り越えられる可能性
を感じた。
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